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要約 

内観療法は医療現場だけでなく，様々な領域で用いられている。その際，集中内観（内観原法）ではなく内

観変法として応用されることがある。本研究は今後，それぞれの領域にあった内観変法が用いられるために，

現在どのような内観変法に関する研究が行われているかについて明らかにすることを目的として，日本語論

文と英語論文を対象にスコーピングレビューを実施した。その結果，日本語の文献（11 件）からは近年の内

観変法・集中内観の研究はパーソナリティの変化よりも，症状や苦痛の変化がアウトカムとして注目されて

いること，非臨床群の研究では対象者の分類や除外基準がないことが多いこと，ランダム化群間比較デザイ

ンが少ないことが見出された。英語の文献（2 件）からは，内観変法に関する英語の論文は少ないことが明

らかになった。 

 

キー・ワード：内観法・内観療法・内観変法・集中内観 

 

I 本論の背景と目的 

1． はじめに 

近年，心理療法には短期化の流れがある（小島

他，2000）。入院森田療法から外来森田療法が確立

され（長山，2019a），内観療法でも集中内観だけ

でなく，内観変法として短期内観や記録内観など

集中内観から応用された手法が考案された。短期

化・応用手法の考案は現代社会からの要求に沿う

流れとも考えられる。しかし集中内観の応用は，

村瀬（1996）が「内観のやり方が変形されてしま

い，最悪の例では内観と称しながらも，ときには

内観とは似て非なる営みに堕してしまうおそれも

なしとしない。」と指摘するように，慎重さも求め

られると思われる。本論では，今後の研究課題へ

の示唆のため，内観変法に関する文献研究を行い，

知見を整理していく。 

 

2． 内観療法とは 

内観療法は，吉本伊信が創始した内観法を，心

理療法や医学的治療法として悩みや問題解決のた

めに応用したものである（河合，2021；真栄城，

2022）。元々内観療法は一つの自己探求法であり，

「身調べ」という求道法から発展したもので，宗

教的色彩を取り除き誰でもができるような形にし

たものである（吉本，1976）。内観療法では両親な

ど身近な人に対して「してもらったこと」「して返

したこと」「迷惑をかけたこと」という3項目に従

い，幼少期から現在までの他者との関係の中で自

分がどのような在り方をしていたかを想起するこ

とにより，自己像や他者像の再構築をする（三木，

2020）。方法には，原則として 1 週間行われる基

本の集中内観の他に，集中内観（内観原法）を応
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用した内観変法がある。長山（2019b）によると内

観は「1 週間という短い期間で深い治療的ダイナ

ミズムが生じることが臨床的に知られている。」と

いう。内観療法は現在では医療のみならず，教育

や産業など様々な領域で形を変えて応用されてい

る（平野，2010；古市他，2013）。なお従来，呼称

として「内観」「内観法」「内観療法」と揺れがあ

り，厳密に区別，使用されてこなかった（真栄城，

2013）。本稿においては筆者が心理療法としての

視点から述べるため「内観療法」を使用するが，

引用等を用いる際は引用元に倣うこととした。ま

た，「内観原法」という表現には，求道法としての

内観（長島，2008）という意味や，吉本の晩年の

頃の内観（宮崎，1992）という意味などがある。

本稿において筆者が「内観原法」と表記する場合

は，吉本の晩年の頃の集中内観を指すが，引用等

を用いる際は引用元の著者の意味に従う。 
 
3． 内観変法とは 

内観変法とは，内観原法を応用したもののこと

をいう。内観変法の形としては，内観的認知療法，

通院型内観プログラム，内観ミーティング，デイ

ケア一日内観，内観ワーク，分散内観，記録内観，

メール内観，オンライン内観， 一日内観などがあ

る。内観変法は，一週間の宿泊を伴うといった集

中内観への参加を難しくしている課題を緩和する

ことも可能なため，医療現場における精神療法・

心理療法としてだけでなく，学校での活動や，社

員研修など様々な領域にそれぞれの目的において

応用されている。 

 

4． 本研究の目的・意義 

本研究の目的は，内観変法の知見を整理し，今

後の研究課題を明らかにすることとした。本研究

は内観法・内観療法の臨床場面・非臨床場面への

応用に貢献しうると考えられる。 

 

 

 

5． リサーチクエスチョン 

本研究におけるリサーチクエスチョンは，「内

観変法の実証研究はどのように行われているか」

である。 

 

Ⅱ 方法 

1．プロトコル 

本レビューは，内観変法に関する既存の知見を

概観し，整理するためにスコーピングレビューを

援用した。スコーピングレビューの実施にあた

り，「JBI Manual For Evidence Synthesis: 
Scoping Reviews 2020. スコーピングレビューの

ための最新版ガイドライン（日本語訳）（沖田・

廣瀬・長・高瀬・岸，2021）」と「スコーピン

グレビューのための報告ガイドライン日本語版：

PRISMA-ScR（友利・澤田・大野・高橋・沖

田，2020）」を参照した。レビューは，日本語

論文はレビュー1，英語論文はレビュー2と分け

て実施した。 
 

2．検索方法 

日本と日本国外における内観変法のスコーピン

グレビューを実施した。検索の際は国を指定せ

ず，日本語論文と英語論文から検索した。検索の

期間は2013年から2023年とした。 
 
1）日本語論文 

 日本語論文の検索のデータベースは CiNii と

NDL オンラインを用いて行った。 最終検索日は

2023年8月23日であった。最終的な検索式は「内

観療法 OR 内観法 OR 内観ワーク  OR 内観的

認知療法 OR 内観認知療法 OR 日常内観 OR 

オンライン内観 OR メール内観 OR 一日内観 

OR 分散内観 OR 記録内観」とした。これらの検

索語は，まず内観変法や内観法・内観療法を臨床

場面等に応用する際に使用されるさまざまな名称

に基づき検索した後に，キー・ワード分析を行い

選択された。またデータベース以外に，『内観医学』

15～19巻を含むハンドサーチ文献を参照した。そ

の後，本文を参照した際の引用文献を基に追加の

情報源を検索した。 
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2）英語論文 

検索のデータベースは PubMed と Scopus を

用いた。最終検索日は2023年8月3日であった。

まず「“naikan”」でデータベース検索を行い，検

索された論文のタイトルと抄録，および論文に記

述されたキー・ワードの分析を行った結果，

「“naikan therapy”」を含め，最終的な検索式を

「“naikan” OR “naikan therapy” 」とし検索を実

施した。その後，本文を参照した際の引用文献を

基に追加の情報源を検索した。 

 

3．選択方法 

文献選択は筆頭著者が選定し，第二著者が確認

し実施した。意見の相違に関しては，友利他（2020）

の「スコーピングレビューの研究疑問作成のため

のフレームワーク：PCC（Patient，Concept，

Context）」に則り研究疑問や研究目的を再度確認

した上で包含基準の追加を決定し，筆頭著者が選

択した文献を第二著者が 確認して協議するとい

う流れで行った。PCCは，Patient：臨床群・非臨

床群を問わない，Concept：内観変法，Context： 

指定なし，とした。 

 

1）レビュー1の包括基準と除外基準 

レビュー1の包括基準は，（1）「内観変法（内観

法・内観療法の応用）に関する実証研究」，（2）

「2013 年～2023 年 7 月までに公刊された論文」，

（3）「日本語の論文」とした。また，除外基準は

（1）「一事例報告ならびにそれに準ずるもの」，（2）

「分析の具体的な方法が明記されていないもの」

とした。文献選択については，データベース検索

より特定された文献レコードとハンドサーチ文献

を併せた 138 本から，集中内観に関する論文や，

内観全般に関する紹介記事などを「内観変法に関

する実証研究ではない」 という理由で119本を除

外，「内観療法を扱った研究ではない」という理由

で 1 本を除外, 「一事例報告ならびにそれに準ず

るもの」という理由で4本を除外，「分析の具体的

な方法が明記されていないもの」という理由で 3

本を除外した結果，採用された文献は11本となっ

た。なお，引用文献を基に追加された文献は 0 本

であった。文献選択のフローチャートは友利他

（2020）に 基づいて作成した（Figure 1）。 

2）レビュー2の包括基準と除外基準 

レビュー2 の包含基準は，（1）「“naikan” 」も

しくは「 “naikan therapy”」に関する文献，（2）

「2013 年～2023 年 7 月までに公刊された論文」

（レビュー1 と同様），（3） 「英語の論文」とし

た。除外基準はレビュー1 と同様とした。文献選

択については，データベース検索より特定された

文献レコード10 本から，「内観変法・内観法・内

観療法の応用に関する実証研究ではない」という

理由で7本を除外，「内観法・内観療法を扱った研

究ではない」という理由で 1 本を除外した結果，

採用された文献は 2 本となった。なお，引用文献

を基に追加 された文献は0本であった。 

 

Figure 1 

文献選択のフローチャート（レビュー1） 

 

4．データ抽出 

データ抽出は筆頭著者が抽出し，第二著者が確
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認し実施した。抽出項目は，「著者」，「国」，「変法

の種類」，「研究目的」，「対象者」，「サンプルサイ

ズ」，「検査・測定尺度等」，「結果」，「ランダム割

付の有無」とした。文献要約表（レビュー1：Table 

1，レビュー2：Table 2）を巻末に掲載した。抽出

したデータに関して，発行年順に並べた。 

 

Ⅲ 結果 

   1．レビュー1 

11件の日本語で書かれた文献のうち，日本国内

で行われた研究は 9 件，中国で行われた研究が 2

件であった。内観変法の種類は，内観ワークが 3

件, 日常内観（縦型）が2件，記録内観が2件（訪

問記録内観 1 件を含む），内観ミーティングが 1

件，通院型内観プログラムが 1 件，内観的認知療

法（NBCT）が1件，デイケア1日内観が1件で

あった。対象者は，臨床群が 5 件，非臨床群（除

外基準設定有）が 1 件，その他（除外基準設定不

明）が 5 件であった。臨床群は依存症，統合失調

症，うつ病などがあり，非臨床群（除外基準設定

有）とその他（除外基準設定不明）は，学生，乳幼

児を持つ養育者等であった。サンプルサイズは，

10 名未満が3件，10名以上50 名未満が5件，50

名以上100名未満が3件であった。今回対象とな

った11件の研究のうち，内観変法自体の検証を行

った研究は8件，内観変法と集中内観（内観原法）

との比較を行った研究は 3 件であり，内観変法自

体の検証を行った 8 件のうちランダム化群間比較

デザインを行った研究は 1 件，内観変法と集中内

観との比較を行った 3 件の研究のうち，ランダム

化群間比較デザインを行った研究は 0 件であった。

以下では，研究で用いられた測定尺度・検査等に

ついて整理する。 

 

1）量的手法で用いられた検査・尺度等 

量的研究で用いられた検査・測定尺度は以下の

通りであった。質問紙法では，主観的健康観尺度

（WHO SUBI）, 幸福感（IWB），抑うつ症状

（PHQ-9），Self-rating Depression Scale （SDS），

Hamilton Depression Scale （ HAMD-17 ），

Clinical Global Impression（CGI），Stage of 

Change Readiness and Treatment

（SOCRATES），Life Satisfaction Rating Scale

（LSR），生活の質尺度（WHO QOL26），対人関

係（GIGS），ポジティブ・ネガティブ気分

（PANAS），自尊心（SES），内的作業モデル尺度

（詫摩・戸田，1988），日本語版成人愛着スタイル

尺度（ECR），Experience Close Relationships-

Relationships Structure（ECR-RS），受容感・拒

絶感尺度（杉山・坂本，2006）， 防衛スタイル

（DSQ42），SD 法，YG 性格検査が用いられた。

またその他に，内観特有の尺度として以下が見ら

れた。指宿竹元病院方式内観評点（竹元，1995），

内観経験の特質についての尺度（横山，1988），そ

の他独自の質問項目があった。投映法・描画法で

は，バウムテスト，星と波テストが用いられた。 

2）質的手法で用いられたデータ収集方法と分析

方法 

質的手法で用いられたデータ収集方法と分析方

法では，自由記述に対する KJ 法による分析，面

接時の語りに対するGrounded Theory Approach

（GTA）が用いられた。 

 

2．レビュー2 

2 件の英語で書かれた論文は，両方とも中国で

行われた研究であった。内観変法の種類は，日常

（縦型）内観の形式に則ったものが 1 件，森田療

法と日常（縦型）内観の形式に則ったものとの併

用が 1 件であった。対象者は共に臨床群で，統合

失調症，進行癌であった。サンプルサイズはそれ

ぞれ130人と235人であった。2 件ともランダム

割付が行われた研究であった。以下では，研究で

用いられた測定尺度について整理する。 

 

1）量的手法で用いられた測定尺度等 

量的手法で用いられた測定尺度等は，陽性・陰
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性症状評価尺度（PANSS），個人的・社会的機能遂

行度尺度（PSP），病識および治療態度の質問票

（ITAQ），distress thermometer （DT） , 心的

外傷後成長（PTG）,  その他（睡眠困難/不眠，神

経質/不安，食欲不振等10項目の質問）であった。 

 

Ⅳ 考察 

  1．レビュー1 

1）実証研究の分類から考察した今後の研究課題 

今後の研究課題として，まず作用機序の検証や

理論化が挙げられる。内観の実証的研究を考察す

る視点として，村瀬（1996）は「①内観の条件，

②内観者の特質，③内観の過程研究，④内観の効

果研究，⑤奏効のメカニズム（機制，機序，仕組）」

を挙げている。この村瀬（1996）の視点に従い，

分類すると 2013 年から 2023 年の内観変法の研

究は，④内観の効果研究が多かった。内観療法が

臨床の場に普及が進まなかった理由の 1 つとして，

塚﨑（2019）が「内観療法がもつ治療効果に関す

る作用機序が十分に説明されてこなかった」と述

べるように，内観前後の効果だけでなく，その結

果に至る作用機序の検証も，内観療法が臨床現場

へ普及する際は求められる。 

2）心理検査・尺度から考察した今後の研究課題 

次に，③内観の過程研究や，⑤奏功のメカニズ

ムにつながる内観の効果研究の展開が挙げられる。

内観の効果研究の目的には，「内観者の人格の変化」

や「抑うつなどの解消」など様々ある。今回，心

理検査・尺度に着目して当該期間の文献を調べた

結果，心理検査では質問紙法が大半を占める結果

となった。しかし，日本内観学会大会第28 回大会

（2005年）から第34 回大会（2011年）までの一

般演題から使用された心理検査の内訳をみると，

描画テストの使用頻度が最も高かったとされる

（辻田他，2011）。また 28 回大会から 14 年程遡

った 1991 年に開催された第 1 回内観国際会議の

発表から，ロールシャッハテストやバウムテスト

が用いられていることがわかる。さらに，三木

（1976）は，「内観法が人間の心のどのような点に

働きかけ，どのような影響を与えているかを，あ

る程度客観的にとらえるためには，その限界は考

慮の上，心理テストによる測定も有効であろう。」

と述べ，内観による心理的変化の測定に心理テス

トとしてY-G性格検査の他にP-Fスタディ，SCT，

TATを挙げている。 

これらのことから，従来内観の効果研究は，人

格の変容に注目されていたが，ここ10 年程は，幸

福感，抑うつ症状の変化といった側面に注目した

検証が増えているのではという疑問が生じた。こ

の疑問に対し，本稿のリサーチクエスチョンは「内

観変法の実証研究はどのように行われているか」

というものであり，内観変法は臨床場面への応用

など，疾患の改善や苦痛の解消といった側面をア

ウトカムとして注目しやすいため生じた結果では

ないかと考えた。 

そこで同じ期間（2013 年～2023 年）の集中内

観の実証研究ならびに事例研究に関する文献を調

べた。CiNii を用いてアクセス可能な文献に限る

が，確認できる範囲で調べたところ，P-F スタデ

ィやロールシャッハを用いる研究も存在したが

（田村，2019；田中，2014），集中内観に関する研

究では投映法が主流とは言い難かった。むしろ質

問紙法など量的に把握できる研究や，質的な研究

が確認された。ただし集中内観の文献は本稿の本

来の対象ではないため，入手可能な文献を確認し

た程度ではあり，今後の研究の課題としたい。 

これらのことから内観変法の研究のみならず，

近年の内観の研究全体では内観者の人格の変容よ

りも，症状や問題の解消といった側面がアウトカ

ムに注目されていると推察される。治療法として

の結果に注目した場合，内観療法を知らない人々

に対して内観療法の心理療法としての利点を示す

ことが可能となる。 

しかし人格の変容をアウトカムとした研究は，

過程研究や，メカニズム研究にも役に立つと思わ

れる。そのため今後は，内観療法の効果検証研究，
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特に問題の解消の側面だけでなく，内観療法が内

観者の心にどのように作用し，どのような結果が

得られるのかといった側面も含め，研究が展開さ

れることが求められる。 

3）対象者から考察した今後の研究課題 

今後の研究課題として，次に，非臨床群の研究

における対象者の分類の明記が挙げられる。今回

の対象となった文献では，臨床群の場合は対象者

の状態について依存症・統合失調症・うつ病など

と明記されているが，非臨床群の研究で除外基準

が設定されたうえで対象者の状態について明記さ

れた研究は 1 件のみだった。特に，内観変法と集

中内観を比較する場合に，内観研修所を訪れた内

観者を「集中内観群」とすることがある。内観療

法は，「身調べ」という求道法から発展してきた経

緯もあり（吉本，1976），内観研修所に訪れるのは，

臨床群から非臨床群と様々とされる。何らかの診

断を受けた者がセラピー効果を求めて内観研修所

に行くこともあれば，診断名はついていないが，

日常で生きづらさを感じている者が苦痛の解消を

求めて内観研修所に行くこともある。また，日常

に特に問題が無い者でも，自己研鑽や自己修養を

目的に内観研修所に行くこともある。非臨床群に

対する研究を行う場合は，除外基準を設定したり，

「困り事解決のために内観を行いたい群」，「自己

修養目的で内観を行いたい群」などに分類するこ

とで，より科学的な検証が叶うことと思われる。 

4）ランダム割付から考察した今後の研究課題と

展開への示唆 

ランダム割付から考察すると，内観変法自体の

検証を行った研究も，内観変法と集中内観の比較

を行った研究も，ランダム化群間比較デザインを

行った研究が少ない（内観変法と集中内観の比較

に関しては0件）。特に非臨床群における内観変法

の研究をする場合，今後も集中内観と内観変法の

比較をすることがあるかもしれないが，自ら希望

して集中内観をすることに至った集中内観群と，

研究のために一般に募集された内観変法群では，

対象者の状態が異なることが予想される。また仮

に同じような状態，同じような困り感を抱えた内

観者同士を，集中内観と内観変法で比較する場合

もランダム割付をしていない場合は，一週間時間

を作って集中内観に行こうとして内観研修所にた

どり着いたかどうかの段階で，結果が異なること

が考えられる。これらのことから，非臨床群にお

ける集中内観と内観変法の比較研究を行う場合は，

一般に募集した研究協力者を集中内観群と内観変

法群にランダムに割り付けるのが理論的には望ま

しいと一見思われる。 

ただし，この案には実際には難しい課題が複数

存在する。課題の1つは，大規模な検証が難しく，

サンプルサイズが小さいと事例研究の域を出ない

可能性がある，ということである。臨床群におけ

る内観療法に関して，河合（2018）は「エビデン

スを出すには，他施設の協働によるランダム化比

較試験（RCT：Randomized Controlled Trial）を

用いて，治療効果を客観的に評価することが有用」

と述べた。非臨床群における変法の研究でも各内

観研修所間の協働によるランダム化比較試験が有

用と考えられる。しかし，第45回日本内観学会大

会・第 9 回国際内観療法学会大会で平山が指摘し

たように集中内観・内観原法を体験できる施設は

年々少なくなっている。 

今後は，日本内観学会認定の認定医師，認定心

理療法士，認定内観面接士が既存の内観研修所以

外の場所でも，複数人でスケジュールを組み研修

を行えるかを検証し，まず集中内観を行えるシス

テムを構築することが研究のためにも有用かと思

われる。世界中で行われる内観研修の中には，複

数の面接者で一週間のスケジュールを組み行って

いるところもある。盧他（2016）は，面接者の交

代は，内観を遂行するうえで大きな影響はないと

しており，むしろ「複数の面接者がいることに意

義があると思われる」と述べている。学会認定の

資格を授与された面接者で構成された一週間の研

修システムの構築は，ランダム割付を将来的に可
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能にする可能性がある。ただ，盧他（2016）が挙

げた面接者の交代は，内観研修所内の話と思われ

る。新たに面接者複数人で研修を提供する場合，

システム構築前に検証しなければならないことが

あると推測される。内観面接を適切に行うことは

容易ではなく（髙橋・李，2020），面接者の在りか

た・姿勢（清水，2021）を身につけるのは容易で

はないと思われる。例えば，内観者と寝食を共に

しながら過ごしてきたベテランの面接者と異なり，

ベテランではなく，一週間の一部しか研修の場に

いない新人面接者の存在は，内観者の内観の邪魔

にならないか，全体として内観者に与える影響は

ないのかなどといった懸念事項がある。そのため

集中内観の面接経験がない面接者で構成された一

週間の研修システムの構築は，運営するまでは時

間がかかると思われる。 

そこで，事例研究を行う際のプロトコルを定め

て知見を蓄積することにより，事例同士の比較や，

複数の知見からの分析が可能となると思われる。

研究の目的により，用いる心理検査は異なるとは

思われるが必ず用いる心理検査や手続きを定める

ことで，より科学的な検証が可能となると考えら

れる。 

 

2．レビュー2 

1）研究内容から考察される今後の研究課題 

研究内容から考察し，今後は内観変法に関する

研究だけでなく，集中内観の研究が求められると

思われる。英語論文は両方とも中国における文献

であった。中国において内観療法は独自な発展を

見せている（盧他，2014）。盧（2018）が内観療法

を取り入れた施設を対象に行った調査では，中国

に導入された内観療法は内観変法として展開され

ていることが明らかになったという。盧（2018）

によると中国では「内観者と指導者の意向が合致

し，有効な効果が出れば，それが有効な治療構造

ということになってしまう。そのため，どのよう

な治療構造が有効なのかについて詳細に検討され

ることなく，実施方法が決定され，実際に導入さ

れてしまう。」とのことであった。時代やそれぞれ

の国，それぞれの臨床場面に合わせて，心理療法

が展開されるのは現代社会からの要求に沿う流れ

とも考えられる。しかし，内観療法に関しては，

展開された内観変法の作用機序，ならびに集中内

観の作用機序の違いを面接者が認識した上で提供

される方が良いと考えられる。その理由は 3 つあ

る。1 つ目は，西田他（2017）や，森下（2014）

が記録内観と集中内観の比較を通して指摘したよ

うに，内観変法と集中内観とでは効果が異なると

されるため，作用機序の違いを面接者が熟知しな

いまま，クライエントの求める方向と異なる内観

を提供すれば，クライエントの労力や時間やお金

を無駄にしてしまう可能性があるためである。2

つ目に，森下・真栄城（2014）が指摘するように，

内観変法には，取り組みやクライエントの負担の

少なさといった利点はあるものの，集中内観とは

治療構造が異なることにより心理的な負担がかか

る可能性があるためである。内観変法の利便性だ

けでなく，治療構造に注目しておかなければ，逆

効果になることも考えられる。3 つ目に，作用機

序が明確でない変法が広まることにより，集中内

観が廃れ，その先には内観変法も廃れる可能性が

あるためである。長島（2008）は「原種の保存」

の例えを出し，「内観変法を行う場合にも内観原法

を体験，熟知していることが大切であり，内観変

法しか知らない人がさらに変更を加えていくこと

で内観法が長い年月の間に本来の姿とかけ離れた

ものになる恐れがある」と警鐘を鳴らしている。

また，平山（2023）は「もしもその次の世代が内

観原法を知らず，内観の原理原則も身につけない

まま，いたずらに変化を繰り返したと考えたら・・・。

形骸化された『内観風』なものがあたかも内観と

認知されていけば・・・。面接者としてのスタン

スや基本姿勢を崩して内観研修をしたら・・・。

そのような状態になれば，吉本先生が残したかっ

た内観は形を変え，『内観風』が広まった末に内観
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は衰退・淘汰されるのではないかと思うのです。」

と指摘する。「内観風」が広まったその先には，「内

観風」すら淘汰される時代が来ると考えられる。

なお，今回のレビューは内観変法に関するもので

あったが，そもそも英語論文には集中内観に関す

る実証研究が少ない。今後は内観変法の研究だけ

でなく，集中内観の研究が求められる。 

2）文献数から考察される今後の研究課題 

文献数から考察される今後の研究課題として，

英語論文を増やすことが挙げられる。内観変法に

限らず内観に関する英語論文は多いとは言えない。

オープンアクセスジャーナルが増えた現在，世界

中から簡単に文献へのアクセスが可能であり，英

語論文が増えることは他国の研究者・実践者に内

観を示す機会になると思われる。 

 

3．限界 

本研究の限界として，灰色文献を含まないこと，

個別の事例が含まれていないこと，文献の検索範

囲が日本語と英語に限られることが挙げられる。

灰色文献でも内観変法に関する研究は行われてお

り，また論文として公刊されていなくても，学会

発表等内観変法を扱った事例は多数存在する。次

に，今回対象とした論文は日本語と英語のみだっ

たが，本文を参照した際の引用文献には中国語の

論文が多数存在した。またドイツの国立図書館

（Deutsche Nationalbibliothek）HPで「“naikan”」

と検索すると，多数のドイツ語の書籍が蔵書され

ていることがわかる。ここから，内観に関する英

語以外の文献があるが本研究では扱えず, 本研究

の限界と指摘できると思われる。 

 

Ⅴ おわりに 

吉本は第1 回日本内観学会が奈良で開催された

際，冒頭の講演で「せっかく集まったんだから，

会議をしないで内観をしてくだされば・・・」と

述べたという（石井，1991）。また仁田（2020）

が，内観法は「数値化などによるエビデンスによ

ってその奥深さを客観化することは困難」という

ように，内観は研究対象とするものではなく，自

ら体感するもの, 実践するものであるとも考えら

れる。しかし内観は現在，様々な領域で変法とし

て応用されており，内観療法を研究対象とするこ

とは内観を知らない他の研究者・実践者の理解を

得ることにつながり，内観を守ることにつながる

と思われる。村瀬（1996）が「内観の本質を保ち

ながら，時と場合により状況に合わせた柔軟な変

更を工夫していくことが大切」と述べたように，

それぞれの領域にあった内観変法を考えることが

求められる。内観変法の研究のためには，定義や

分類，手続を定めることや，内観変法の研究だけ

でなく，集中内観との比較や，集中内観自体の作

用機序の検証や理論化のための研究をしていくこ

とが求められると思われる。 
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